
昭和 14年 10月下匂の楼島火山

正~
r.::t 活動調査報
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楼島の地形・地質概観

捜.島は鹿児島樽の北部にある'(第 1闘参照).嘗ては火山島であったが，大

正 3年の噴火の時に流出した熔岩
集 1闘槙島の位置
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:流のために大隅の地に接績して大

下高宇島の→部になった.

楼島は東西に長い略楕閤形で、あ

その東西の長径が約 11粁，

南北の短径が約9粁?全面積約77

平方粁，金健積約 26.5立方粁.

西側の鹿児島市から眺めるとF

裁頭赦圏錐火山でF 北から南にか

;けて北岳・中岳・南岳等の諸峯がな

その頭が鋸の歯のやうな形

る.
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石氏再島

をしてゐる.

南側の海上及び大隅宇島から見

ると，美しい圏錐欣火山である(潟

、員 1参照).

北岳が棲島中で最も高く，海抜

1，118米ある. ヨじ岳・中岳・南岳等の頂上には夫々奮火口がある.それ等の大き

さ等を記せば第 1表のやうである.
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との他に捜-島の南西から西南西に亙って沖小島'・神瀬の二島があり F 北東に

新燃島・硫黄島.・91.の島・猪の子島等がある.

( 120) 



事 1表槙島主華の高さと火口

h竺:L山の高さ 火口の大きさ 火口の深さ

米 ci毎抜〉 (米〉

北 民| ]，118 450 400 110 

応 1，000 850 150 35" 

南 岳 1.0iO 650 500 1:13 

* 小藤博士による

;鹿島はその西部海岸にある袴腰のー小地域が水成岩で、ある他は全部火山岩類

から出来てゐる. との火山岩類の中で熔岩流がその大部分を r~î め y その全面積

は 60.2平方粁，桜島全地域の約 8筈IJに富つてゐる.楼島構成岩石をあげると y

第 2表のやうである.

斧;2表槙島の岩石

¥地¥唐¥名¥入種¥別¥ 地(2層p‘方の粁面積J卒。 地層の生!走時代 t 石名[
一一一一一一一

声ム主主』 t也 唐 0.3 、IJii 手責 火山友齢、，火山政

火山砕屑、岩唐 16.5 有史以前村 グ 1/ 

北岳熔岩 13.8 有史以前 紫蘇輝石安山宕|

中岳熔岩 A“与.7 " 現珠質輝石安山岩lI 

南岳熔岩L 10.0 グ 按 輝石安山岩 l

文明熔岩 3.4 文明3年~丈明8年く1471--1476) グ

!f(:}主t2f-熔岩 ~.5 文明5年~丈明8年(1475--1476) グ

大卒:腕岩 1.6 寛延 2 年(1749) グ

安永熔岩 8.9 安永8年~安永10年(1779--li81) 合撤恒石輝石安山岩・

大正熔岩 17.3 プ三 1!ミ 3 q:ミ (1914) グ

* 平均海市上の面積
が 大部分が有史以前と思ばれる

楼島の主要注守f生火山には南東側斜面に鍋~LJ，西側斜面に引の千がある.前

者は海抜 358米，日;伏火Ul(潟員 2参!日〉でy 頂上に直街約 100米東方に開

いた馬蹄形火口があわ後者は海抜 5G3米ァ鐘欣大Ulである.

楼島の山腹は概ね 3lY"'4 0つ最大 45--50-の傾斜をなし，海岸附近は熔岩地

帯になってゐる(J.-:~民 1 及び馬1買 fl 参!!(~ '. 
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海岸平野は主に北部及び西南西部の火山僻屑岩層の地帯K護達してゐる.

鹿児島趨は第四紀の前牛帥ち洪積世に憂地層と呼ばれてゐる地層中に出来た

沈降地域である. 桂!!島西海岸の袴J}~~及び、南西~西南西の海中にある沖小島 ・ .神

瀬等はその墓地層の遺物である.桜島はとの蓋地層の上に出来た火山である.

本火山は有史以前K北岳熔岩・中岳熔岩及び南岳熔岩を流出し，有史以後には

文明熔岩・昇風平熔岩・大平熔岩・安永熔岩及び大正熔岩等を流出してゐる(第 2

園及び第2表参J!の.との中安永の噴火には，捜島の北東海中K燃島 ・硫黄島・

中の島 ・猪の子島等の新島が出来九 第 2闘の楼島地質闘は小藤博士，伊木博

士及び、坪井誠太郎博て1-:のe地質圃K今同爆後の踏査結果を記入したものである.

部 2間模島の 地 質 圃

11. 昭和 14年 10月下旬の楼島火山活動

1.榎梅

今同の活動は昭和日年 10月 26日 3時頃爆設的K起り 11月 9日頃

まで綾いた.その位置は大正 3年噴火の活動裂傍線東宇都の上部，郎ち南岳東
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南東側斜面上の馬蹄形警爆裂火口東部内壁p 海抜 700米の地貼で、あった(第 2

園参照).

本活動期には楼島の南海岸，南岳火口の南南東約 2.i;粁の有村で噴煙・鳴

動・爆音等がよく観測され，夜は赤熱噴石・火柱等が見られた向南岳頂上の

火口に封して新火口と反封側にあり且同火口から約 10粁西方にある鹿児島市

では噴煙が見え，降友があった.

新火口は勾配約 30
0

の斜面上にあり，火口口は N80
v
，W --S 800E に最も長

く，之に直角の方向に最短，夫々約 130米及び 6:〉米ある 新火口は上開きの

略直楕固錐牽の形をしてp 深さが約 1ばネ軸が斜面に略垂直である 内壁'

の最上部にほ厚さ約5米の火山友砂磯居があり，最下部には厚さ約 30米の火

山友砂層，との聞に厚さが 5--20米の熔岩層が計 4枚ある.而して金穂とし

て火山友砂磯層と熔岩層との互居から出来てゐる(潟異4及び第3園参照).新

火口を理想化して描き之に地層分布等を記せば、第3園のギうに友り，之、から乙

れ等地層の大きさ等を概算すれば第 3表の遁りである.

集 3国新火口間

tα(C)  

WNW . ESE 

A 

SSW 

11月 13日に鹿児島測候所長蔵重一彦氏及びnl長岡気象菱岡部官官信氏等の一行二

と共に新火口を踏査した時には，火口の活動は終ってゐた・而，Lて同火口内壁:
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下部部ち最下部の熔岩層と火口底の火山友砂層との境界面中 N¥V部・S¥V部

の2個所から「シユ勺シユー」といふ徴弱噴気音をたて L弱い白色噴気が少

量 5--10米の高さまでのぼってゐた〔弱異 4参照).噴気音はさ Lやきが問え

る程度であった.

翌日月 14日岡部龍信氏等と共に南岳頂上にのぼった時の観測は次のやうで

ある.印ち火口線から約 70--80米の深さにある火口内壁 E部・ SE部及r:t

S¥V部の 3佃所から弱~中の白色噴気が少量のぼってゐた.その高さは約 20

米y 風のために噴気音ば聞えなかった.噴気ば新火口の場合と略同様で，最下

部の熔岩居と火口底の火山友砂暦との境界面附近からあがってゐた.南岳火口

では火口底から火山友砂の崖錐暦が褒遣して前記爾岩層の境界面は被はれてゐ r

た.向南岳火口jまには NE-S¥V約 30--40米， N¥V--SE約 20米，尖端部を

飢rVに向けた歪んだ心臓形をした浅い水溜りがあれ水が澄んで水底が黄褐色

を呈しでゐた(寝具 5参照).

との踏査期間中，山麓から南岳頂上の白煙は見えたがy 新火口のは山の東側

からも見えなかった.

向今同の火山活動及び之に関聯したととについては，蔵重一彦氏及び岡部龍

信氏の記事を参照せられたい.

2. 噴石・落石の分布

今同の爆畿の噴石は南岳東南東側斜面上の馬蹄形醤爆裂火口内及びその附近

に分布されp 大鰭第2園の範圏内と思はれる.毛の噴石の分布範圏は水平面主

約 0.94 平方粁F 斜面上約 1.0~ 平方粁である.但し斜面の平均勾配は 30
0

である.

との中新火口から下方F 東~南東に噴石が多ぐ，殊に新火口附近下方，海抜

<600--700米の高さの地賄には大きさ 20--30糎乃至 1--2米程の嘗熔岩塊片

が津山落ちてゐた〔弱震 6参照).掲出された新熔岩類は少いやうで，踏査し

た時にはF 新火口から水平距離約700米の濯木林内に落下嘗時の欣態をとどめ

てゐるものが認められた.その中には落下した場所の松の木を黒く焦してゐる

ものがあった(戴重氏記事参照). とれから見てとの描出された新熔岩はあつか

ったととが分る.向蛍時有村からの観測によれば，とれ等の熔岩塊片は夜は赤

くあった.
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新火口の爆登のため，その振動等の影響をうけて前記の馬蹄形奮爆裂火口上

部内壁の岩盤が崩壊落下したと思はれる跡が覗はれた.

3.噴石の比重

描出された新火口の熔岩はp 大部分奮;熔岩部ち南岳熔岩で，幾分粗惑の石肌

をもった黒衣色の岩石である.その比重は 2.24.新熔岩はかなり多孔質の黒次

色岩石で，比重が 1.84である. との他に新火口の構成物質として最上層にあ

る火山友砂磯居中の火山礁は次白色の軽石でy 比重が 0.70である.

火山友砂磯屠の平均比重は奮熔岩と軽石との平均比重郎ち 1.47、とする.

4.新火口の撞積

直楕園錐墓 A B D C (第 4国参照)に於て上底楕園の長径・短径を犬々

2α ・ 2b とし，下底楕園の長径・短径、を夫々 2c~2d，.

高さ POを h，直楕園錐墓 ABDCの穂積 4 

を V とすれば，

'7rh(α'l.b-c2d) 
(1) 

3(α-c) 

(1)と第 3園及び第 4固とを使って，新火

口の金鰻積及び同火口内を充たしてゐた各地層

の韓積を求めると第 3表の通りである.

新火口内を充たしてゐた各地層の鐙積は

{全熔，岩層二1.3x105立方米

ド火山腕ニ1.2><日米
金穂積=2.5 x 10" :ft方米

5.爆震前の新火口;部の質量

集 4 固

113によって新火口内を充たしてゐた熔岩暦と火山友砂磯居との比重は夫々

2.24及び 1.47である.

今同の爆禁で抽出されたずI熔岩は少量であるから，掲出熔岩の金量は新火口一

を充填してゐた奮熔岩と概算することが出来よう.

故に前記の比重と II4の金熔岩層及び金火山友砂楳居の鰭積とからF 新火

口を充たしてゐた地層の質量は
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(全
:全火山友砂磯暦=1.47x 1.2 x 1011 = 1.8 X 1011瓦

(全質量 二 4.7x101l瓦

向新火口を充たしてゐた地唐別の質量は第 3表の通りである.

6. 爆量産の平均初速度

質量 IIIの物鰭を初速度 Voで傾角 4の斜面

層=2.24 x 1.3 x 1011 = 2.9x 1011瓦岩熔

国5 停

y よ/OX上の O鮪から水平面と角。を注す方向に

掲げ上げて s 秒後に斜面上の黒tîR~落下した

とする.0を通って Oyに垂直友方向を OYと

O を遁る水平面及び、垂直面を夫々

とすれば、(第 5圏参照)，

Ox及

抱物鰭の理Oy 

じ，

び

子一~Z

J¥X 

(2) 
.{ . dワx
1m一一一 =maSln""dt'L. 

I d'!.υ 一・
l1'n一一一一 =-rna cos./' 
dt':!. 

論iにより，

(3) 

(2)， (3)をといて

(4) 
A
U
 
O

一
e
一

千一リ一一

β
u

一o

f
t
一
e

n
一g

Y
一
。山一
一一-x 

(4)に於て X が最大なるためには

から空~=O
d8 

(5) 

(6) 

(5)を(めに代入すれば， X の最大値 Xmは

X~= V0'1.(1+むのm= ---， 
gcos-'/' 

Vn= cos-iνg.X怖
V l+sin.i 

-
b

一2

7

一4一一
Aσ 

(7) 

30。をなす方向I3IJち斜面から上方に向

( 126) 

i=30
a
を (5)に代入す恥ば，

故に O黙から上方に向って水平麗と

。=300



って 60
0

の方向に物館を掲げ上げると，斜面 OX上で最大距離に達する.

ORの O 黙からの水平E鴎監を OR'とすれば，

OR' 
OR=一一-

cos'~ 

" (8) 

，今岡の爆裂新火口の斜面下の深さは斜面から下方垂直に約100米.同火口内

の最下居の熔岩層は約 70米である.との新火口から斜面上に掲出された熔岩

塊片の最大到達水平距離は本踏査では750米で、£る.との最大到達水平距離の

斜面 OX.上に於ける長さ

750 
Xm=OR=一一一 =866(米〉

cos30 
Cγ(8) J 

故に新火口内壁の最下部の熔岩層乃至火口底から上記の熔岩塊片が掲出され

たとしても F

、深さ 70，...，..100 1 1 

斜面上の最大距離 866 --;-12" -:-9 

故に斜面上の最大距離に封して深さは省略して， 斜面の表面部で爆裂が起つ

たと考へ，抱物館の空気の抵抗を無視じて，

米
i=30

0

， X例 =866米，g=9.8ーヲ友るとき(わから爆後初速度Voを概算す
抄

れば，

7. 爆 設 勢 カ

V凸=em;30ν豆亙重一 65米レーJ/v.~ ，， ~VV - tib ~ 
v ---- V.l十sin30 秒

(9) 

新火口内を充たしてゐた地暦の金質量を M，爆後の初速度を Vo，新火口を

爆破した金勢力を E とすれば，

II5カ=ら

11 6カ=ら

E=lMVn2 
2 

M=4.7x101l ・瓦i

(10) 

Vo= 65米/秒
ト之を (10)に代入すれば，

E=0.99 x1019ヱルグ

向新火口内を充たしでゐた各地層を爆破した勢力政第 3表の通りである.
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集3表新火口の観測結果

誌と
深さ*厚さ 上底楕国 下底楕固

僅積 質量 爆護勢力

長({米~.a径〉) ー短((2米径b〉) 長〈〈米2径c〉) 短({2米径d〉} 
X 1011 X 1018 

(米〉 く米) 立方糎 xlOll瓦 エルグ

1.火山友砂諜唐 2.5 5 130 60 126 58 0.3 0.4 0.8 

2.熔 岩 居 7.5 10 126 58 114 52 0.5 1.1 2.3 

3.火山友砂居 15 10 114 52 104 48 0.4 0.6 1.3 
、・

4~ 熔 ~ヨ~ 居 ， 27.5 5 104 48 '100 46 0.2 0.5 1.1 

5.火山友砂層 32.5 5 100 46 94 42 0.2 0.3. 0.6 

6.熔 ~玉!. 居 40 10 94 42 82 38 0.3 0.7 1.5 

7.火山・友砂諜唐 47.5 5 82 38 78 36 0.1 0.1 0.2 

8.熔 ~ヨ~ 唐 60 20 78 36 56 26 0.3、 0.7 1.5 

9.火山友砂唐 85 30 56 26 26 12 0.2 0.3 0.6 

会新火口 I1ωt州 13?1 60 I 26 1. 12 I 2.5 ". 4.7 I 9.9 
本命各地唐の深さは平均の深さとす

地唐名中の 1，、2，3， 4 5， 6. 7. 8. 9の数字は集 3園 (c) の上部から下部に

至る屠序を示す.

8. 火山活動~ct .g被害

今岡の爆を愛で森林が被害を受けた.との森林の主左右被害直域は噴石分布直

域の下方部であって，新火口の下方水平距離約750米の地域にあり，その庚さ

は水平面上で、 0.25平方粁p 斜面の平均勾配を 30
0

とすれば，斜面上で0.29平

方粁である.との部分の森林は葉があかく主主つてゐた.

との他に新火口から噴出された熔岩塊片が火山友砂と共ι馬蹄形奮爆裂火口

東縁に沿うて斜面をとり下った Lめ，道筋の樹木が根とそぎに被害を受けてゐ

た.

結 び

1.'今岡の爆設は大正3年噴火の東部裂緯線上部に起った.

2. 活動の最盛時には夜は赤熱噴石があり，火柱が現はれた.

3~ 爆裂は山の斜面に略垂直上方に向って起.t，該場所の山韓約 2.5x王05立

方米が爆破された.
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¥ ( 噴石は南岳東南東側斜面上の馬蹄形奮爆裂火口内及びその近く托分布さ

れ，新火口から 1粁以内に落下した.

5. 爆護金勢力は約 1.0XI019エルグ、であった.

6. 爆裂のために樹林の被害があった.

怒りに臨み御懇篤なる御指導を賜はった岡田先生はじめ本多弘吉博士及び地

震掛の諸氏?三宅泰雄博士・同順弐氏・加藤倫祐氏並びに鹿児島測候所長蔵重

一彦氏・同所員諸氏?幅岡策象蔓岡部龍信氏に謹んで厚く者躍申上げます.

(昭和 15年 3月)
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